
05年 04 月 25日■（参考）警察庁発表・元飲食店店員（田中実）拉致容疑事案について 
 
（警察庁発表文） 

                  平成 17 年 4月 25日 
                      警察庁 

 
元飲食店店員拉致容疑事案（兵庫）について 

 
Ⅰ 被害者 
 氏名：田中実 
 年齢：28歳（当時） 
 住所：兵庫県神戸市東灘区（当時） 
 職業：元飲食店店員 
 
II 事案の概要 
 神戸市内の飲食店に出入りしていた被害者が、昭和 53 年 6 月、北明鮮からの指示を受
けた同店の店主である在日朝鮮人により、甘言により海外へ連れ出された後、北朝鮮に送
り込まれたもの。 
 
Ⅲ 拉致であるとの判断に至った理由 
１、警察において、拉致容疑事案としているものは、そのいずれも、北朝鮮の国家的意志
が推認される形で、本人の意思に反して北朝鮮に連れて行かれたものと考えている。 
 
２、他方、本事案については、我が国からの出国の事実は確認されているものの、同人が
欺罔・誘因により連れ出された状況や、同人について北朝鮮への移送が企図されていた状
況について、従来の捜査では十分な証拠の収集には至っていなかったところ、近年におけ
る捜査を取り巻く諸情勢の変化を背景とした徹底した再捜査により、この度、複数の証人
等から、同人が甘言に乗せられて北朝鮮へ送り込まれたことを強く示唆する供述証拠等を、
新たに入手するに至ったものである。 
 
３、こうして得た新証拠も含め、一連の捜査結果を総合的に検討した結果、警察では、本
事案を北朝鮮による日本人拉致容疑事案と判断したものである。 



 
Ⅳ 捜査の経緯 
１、本事案については、関係者が、雑誌記事等において、北朝鮮の工作組織が敢行した拉
致事案であることを強く示唆しているところであるが、兵庫県警察では、それ以前より独
自に情報を入手した上で、発生当時にさかのぼって関係者を割り出し、参考人からの事情
聴取や、広範囲に及ぶ聞込み調査を実施した上、所要の裏付捜査を行うなど、北朝鮮によ
る拉致の可能性を視野に、鋭意捜査を進めてきた。しかしながら、発生から相当の年月が
経過していることなどから、当時の状況を把握することは困難を極めていたところである。 
 
２、こうした中、平成 14 年 9 月、金正日国防委員長が、日朝首脳会談の席上で、日本人
拉致を認め、謝罪して以降、拉致容疑事案に対し国民が高い関心を示すようになったほか、
報道においても、拉致被害者やその可能性が指摘される失踪者について、大きく報じられ
るなど、捜査を取り巻く環境に大きな変化が生じた。 
 
３、警察では、こうした状況を受け、拉致容疑事案の全容解明に向けて、昨年 10 月、全
国の拉致容疑事案担当課長を招集した会議を開催するなどして、関係都道府県警察や関係
部門が緊密に連携し、警察の総合力を発揮して捜査を推進してきたところである。 
 
４、本事案についても、白紙の立場から、捜査事項の徹底した洗い直しを行い、関係者等
と思料される人物から事情聴取を試みるなどしたところ、本事案を拉致容疑事案と判断す
るに足る具体的な供述を、新たに入手するに至ったものである。 


